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きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 23年度　事例集

観光資源の活用
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　京都の酒所といえば伏見が有名ですが、そこから北へ

約 100 キロ離れた丹後の地で若夫婦２人だけで酒造り

を行っている地酒会社があります。代表の白杉悟さんが

経営する白杉酒造は、安永６（1777）年創業、200 年

以上の伝統を持つ老舗です。こだわりの酒造りを信条と

して、酒米は京丹後発祥の「祝」で地元産にこだわり、

仕込水は蔵の井戸水で口当たりの柔らかい「超軟水」を

使用しています。

　酒蔵の見学ができて、そこを訪れた人が実際に酒造り

をしている音や香りを近くで感じられるカフェを作った

らどうだろうか。京丹後市で老舗の酒蔵が持つ存在感や

歴史的な建造物の風情を味わえるカフェは他に存在しな

い。そこで、白杉さんは既存の酒蔵を見学する場所とし

てだけではなく、カフェという空間を提供することで地

域の活性化にも役立てる場所になるという構想のもと、

酒蔵がある建物の一部を改装して「酒蔵の古民家カフェ」

という新事業を始めることにしました。

　カフェの名前は、主力商品の銘柄「白木久」から採っ

て「しらきく」としました。店舗は酒蔵と土間を通して

繋がっている住居スペースの一部を改装して作りまし

た。築 100 年以上の建築物ということもあり、その歴

史や風情を感じてもらえるよう畳を板間に替えたり仕切

り戸を壁にするなど、最小限の変更にとどめています。

　酒蔵がカフェを経営するというコンセプトから、他所

では味わえないものを提供しようと白杉さんは考えてい

ます。例えば、美味しい日本酒には欠かせない超軟水の

仕込水を味わっていただく。仕込水で作るコーヒー、紅

茶、日本茶等は素材の味を引き出すのに最適だそうです。

酒造りを行う作業スペースの横にカフェスペースを設け

ることで、風情のある独特の空間を提供し、食材もすべ

て地元丹後のものを使用することで「食の宝庫、丹後」

の魅力を存分に楽しんでもらうことを心がけています。

　５月にお店をオープンしてから特に宣伝はしなかった

そうですが、「新聞に載せていただいたり、口コミやブ

ログなどでお客様が増え、半年間で約３千人のお客様に

来ていただきました。おかげさまで売上目標を上回るこ

とができました」と語る白杉さん。本業の酒造りの関

係で開店から半年後には休業をすることになりました

が、来年の春には再び営業を開始する予定だということ

です。「ほとんどは地元のお客様です。リピーターの方

も多く、毎週のように通っていただいたお客様もいらっ

しゃいます。広く宣伝をした訳ではありませんので、観

光の中で訪れた方は全体の５％位でしょうか」。

　好評だったメニューの中に、自家製の酒粕入シフォン

ケーキやチーズケーキがあります。酒粕には保湿効果が

あり、パサつきがちなシフォンケーキもしっとりと仕上

がります。ほんのりと酒粕の香りはしますが、苦手な人

が感じるほどではありません。「お客さんから家へのお

土産に持って帰りたいという要望もあり、テイクアウト

をできるように考えています。次のオープンまでに菓子

販売製造の免許を取得して、実現できるようにしたいで

すね」。

　また、ランチには当初自家製のパンを出すことも考え

ていましたが、都合により日本酒を入れた純米酒カレー

のみの提供となりました。これは最初にお酒をたくさん

入れて煮込みますので、肉の臭みがぬけてコクが出ます。

「なかなか好評でして、カレーを目的に来ていただいた

お客様もいらっしゃいます」。今後はランチメニューを

増やしたり、パン作りの設備を導入することも検討して

います。

　日本酒の消費はブームだった昭和50年頃がピークで、

その後は右肩下がりで縮小しています。日本酒を飲む層

は 60 歳以上の男性が多く、若い世代に飲まれなくなっ

てきていることから、白杉さんは自分の代になった時に

このままではダメだと思い、これからは新しい顧客を獲

得することが重要だと考えました。酒蔵にカフェを併設

することで、女性や家族連れなど今までとは違う層の人

がお客様として来てくれるようになります。

　「これまでとは違う層のお客様にカフェへ立ち寄って

いただき、お酒の事をもっと知ってもらえたら有難いで

すね。カフェの方が軌道に乗れば、原料にこだわった本

物志向のお酒をもっと作りたいです」。何事にもこだわ

りを持って良い物を提供したいという白杉さんの真摯な

気持ちが強く感じられます。

　「観光で丹後へ来られる方にも是非来ていただきたい

のですが、まずは地元の方々に喜んでもらえるものづく

りを行うことで、多くの方から贔屓にしていただける店

作りができればと思っています」。

http://www.shirakiku.info
代表：白杉　悟
業種：清酒製造業
創業：安永 6（1777）年　設立：昭和 29（1954）年
住所：〒 629-2503　京丹後市大宮町周枳 954
TEL：0772-64-2101　　FAX：0772-64-2154

白杉酒造株式会社

事　業　概　要

オリジナルのメニューが好評

新しい事業とともに本業の発展を図る

酒蔵でしか味わえない魅力あるサービスを提供

老舗の酒蔵が考える新しいスタイルのカフェ
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